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【
底
本
】 

名
称
：『
小
諸
公
園
（
懐
古
園
）
設
計
案
』 

著
者
：
本
多
静
六
・
池
邊
武
人
著 

刊
行
：
大
正
十
五
年
五
月
小
諸
町
役
場
発
行 

項
数
：
十
六
項 

所
蔵
：
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
森
林
風
致
計
画
学
研
究
室 

 

【
作
業
方
針
】 

見
出
し
と
全
文
を
作
成
し
た
。
原
本
に
は
図
面
を
含
む
が
、
本
稿
に
は
図
面
を
掲
載
し
な
い
。

見
出
し
は
全
文
か
ら
抽
出
し
た
。
書
字
方
向
は
、
原
文
の
と
お
り
縦
書
き
と
し
た
。
一
行
あ
た
り

の
文
字
数
は
、
本
稿
の
様
式
に
適
合
さ
せ
改
変
し
た
。
字
体
は
、
現
代
の
常
用
漢
字
体
に
統
一
し

た
。
踊
り
字
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
に
組
み
直
し
た
。
現
代
的
な
読
み
易
さ
を
加
味
の
上
、
語
尾

を
簡
素
な
表
現
に
改
め
る
こ
と
、
長
文
に
句
読
点
を
付
加
す
る
こ
と
、
な
ど
修
正
を
施
し
た
。
明

ら
か
な
誤
植
は
正
当
な
表
現
に
訂
正
し
た
。
な
お
、
難
読
な
漢
字
に
は
、
角
括
弧
［ 

］
を
附
し

て
読
み
仮
名
を
示
し
た
。
底
本
に
は
図
面
も
掲
載
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
現
代
語
訳
を
意
図
す

る
た
め
、
作
業
対
象
外
と
し
た
。
底
本
に
は
本
文
中
に
図
面
も
掲
載
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
現
代

語
訳
を
意
図
す
る
た
め
、
作
業
対
象
外
と
し
た
。 

  

【
見
出
し
】 

序
論 

本
論 一

、
設
計
の
根
本
方
針 

二
、
公
園
の
区
域 

三
、
各
区
に
特
徴
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と 

（
い
）
梅
林
区 

（
ろ
）
桜
区 

（
は
）
神
苑
区 

（
に
）
も
み
じ
谷 

（
ほ
）
つ
つ
じ
ヶ
岡 

（
へ
）
風
致
林
区 

（
と
）
天
然
植
物
園 

（
ち
）
山
吹
谷 

（
り
）
児
童
遊
園
区 

（
ぬ
）
大
運
動
場
区 

そ
の
一 

競
技
場
の
位
置 

そ
の
二 
ト
ラ
ッ
ク
の
問
題 

Ａ
．
ト
ラ
ッ
ク
の
形 

（
資
料
） 

本
多
静
六
・
池
邊
武
人
著
『
小
諸
公
園
（
懐
古
園
）
設
計
案
』（
大
正
十
五
年
五
月
小
諸
町
役
場
発
行
）
の
現
代
語
訳 
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Ｂ
．
直
線
コ
ー
ス 

Ｃ
．
コ
ー
ス
の
幅 

Ｄ
．
出
発
点
と
到
達
点
の
位
置 

Ｅ
．
走
路
の
方
向 

そ
の
三 

フ
ィ
ー
ル
ド
の
問
題 

そ
の
四 

競
技
場
の
構
造 

そ
の
五 
観
覧
席 

そ
の
六 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

そ
の
七 

相
撲
場 

（
る
）
水
泳
場 

（
を
）
鹿
園 

（
わ
）
禁
猟
区 

四
、
公
園
道
路 

 
 

（
い
）
自
動
車
道
路
並
に
沿
道
の
改
良 

 
 

（
ろ
）
回
遊
歩
道 

そ
の
一 

籾
倉
台
歩
道 

そ
の
二 

公
園
大
回
遊
歩
道 

そ
の
三 

散
策
歩
道 

そ
の
四 

南
四
谷
作
事
場
下
の
大
回
遊
歩
道
へ
の
連
絡 

そ
の
五 

天
然
植
物
園
下
の
散
歩
道
へ
の
連
絡 

五
、
そ
の
他
の
改
良
設
備 

 
 

（
い
）
三
ノ
門
入
口
前
の
修
飾 

 
 

（
ろ
）
三
ノ
門
内
の
改
良 

 
 

（
は
）
値
上
り
ケ
ヤ
キ
の
大
木 

 
 

（
に
）
北
丸
址
東
方
の
忠
魂
碑 

 
 

（
ほ
）
南
丸
址 

 
 

（
へ
）
算
盤
橋
付
近
の
桜
並
木 

 
 

（
と
）
算
盤
橋
西
側 

 
 

（
ち
）
本
丸
址
周
囲 

 
 

（
り
）
眺
望
台 

 
 

（
ぬ
）
腰
掛
公
園 

 
 

（
る
）
人
止
柵 

 
 

（
わ
）
喫
茶
店 

 
 

（
か
）
水
栓 

 
 

（
よ
）
案
内
図 

 
 

（
た
）
紙
屑
籠 

 
 

（
れ
）
公
会
堂 

 
 

（
そ
）
保
勝
会 

 
 

（
つ
）
修
築
掃
除 

結
論 

 

【
全
文
】 

序
論 私

が
新
た
に
世
界
各
国
を
漫
遊
し
て
痛
感
し
た
こ
と
は
、
今
日
世
界
文
化
の
大
勢
が
独
立
自

強
、
さ
ら
に
健
康
第
一
主
義
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
世
界
大
戦
の
結
果
、
国
家
と
し
て
も

個
人
と
し
て
も
、
各
々
独
立
自
強
の
外
に
頼
る
べ
き
も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
現
実
的
に
自

覚
し
た
。
特
に
大
戦
中
は
い
か
な
る
富
豪
、
貴
婦
人
、
令
嬢
と
い
え
ど
も
自
ら
炊
ぐ
必
要
に
迫
ら

れ
、
平
常
多
く
の
人
を
使
っ
て
遊
ん
で
い
た
人
ほ
ど
、
多
く
の
困
難
苦
痛
を
味
わ
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
最
近
の
時
代
思
潮
は
不
老
所
得
を
忌
み
勤
労
所
得
を
謳
歌
す
る
結
果
、
遊
ん
で
暮
ら

す
人
が
こ
の
上
な
く
不
名
誉
な
意
気
地
な
し
で
、
働
く
人
が
一
番
名
誉
な
偉
い
人
で
あ
る
。
働

か
ざ
れ
ば
食
う
べ
か
ら
ず
で
、
働
か
な
い
人
は
今
日
の
社
会
に
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
し
た

が
っ
て
欧
米
の
青
年
抔
は
働
く
こ
と
を
自
慢
に
し
、
学
生
は
自
分
で
働
い
て
勉
強
す
る
。
特
に

夏
季
休
暇
中
は
実
地
の
農
業
、
工
業
に
従
事
し
、
ま
た
は
国
立
公
園
の
ホ
テ
ル
の
ボ
ー
イ
抔
と

な
っ
て
働
く
。
し
た
が
っ
て
大
学
に
は
職
業
紹
介
所
を
設
け
て
こ
れ
ら
労
働
希
望
者
の
便
を
計

っ
て
い
る
。
な
お
ま
た
青
年
学
生
の
外
、
老
幼
男
女
の
別
無
く
い
か
な
る
富
豪
で
も
貴
婦
人
、
令

嬢
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
何
か
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
世
間
に
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
例
え
ば
汽
車
の

中
で
も
裁
縫
を
し
た
り
編
み
物
を
し
た
り
し
て
い
る
。
荷
物
は
必
ず
自
分
で
持
ち
、
荷
物
の
な

い
人
は
他
人
の
荷
物
を
分
け
て
持
つ
と
い
っ
た
風
で
、
停
車
場
に
赤
帽
が
居
る
の
は
日
本
と
非
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文
明
国
だ
け
で
あ
る
。
私
が
前
後
十
七
回
の
海
外
旅
行
か
ら
得
た
結
論
に
よ
れ
ば
、
そ
の
国
文

化
の
程
度
は
赤
帽
の
数
に
反
比
例
す
る
と
も
言
う
こ
と
が
出
来
る
。 

つ
ま
り
親
譲
り
の
財
産
を
富
に
せ
ず
、
人
の
世
話
に
も
な
ら
ず
、
各
々
が
自
分
で
働
い
て
生

き
て
行
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
独
立
自
強
が
今
日
文
化
の
大
勢
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
そ
の
独
立
自

強
に
は
身
体
が
丈
夫
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
の
必
然
の
結
果
と
し
て
健
康
第
一
主
義

と
な
り
、
名
誉
よ
り
も
富
よ
り
も
学
問
よ
り
も
何
も
の
よ
り
も
各
人
の
健
康
を
第
一
に
置
く
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
健
康
第
一
主
義
の
実
現
に
は
十
分
な
る
日
光
に
浴
し
、
不

断
新
鮮
な
空
気
を
呼
吸
し
新
鮮
な
食
物
を
甘
く
食
う
と
い
う
三
点
に
帰
着
す
る
。
こ
れ
に
は
戸

外
生
活
を
な
し
、
働
い
て
腹
を
減
ら
し
、
飯
を
甘
く
食
う
よ
り
外
に
な
い
。
食
物
な
ど
は
何
に
限

ら
ず
甘
く
さ
え
食
え
ば
滋
養
物
と
な
る
。
菜
葉
、
大
根
に
は
ビ
タ
ミ
ン
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い

る
の
も
知
ら
ず
、
肉
や
玉
子
と
色
々
ご
馳
走
を
並
べ
て
食
う
人
に
は
、
か
え
っ
て
腎
臓
病
や
糖

尿
病
に
か
か
る
も
の
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
野
外
に
活
動
す
る
と
い
う
こ
と
が
今
日
大
い
に
称

え
ら
れ
て
来
て
、
従
来
の
観
賞
本
位
の
庭
園
が
実
用
本
位
の
も
の
に
変
わ
っ
て
家
人
の
住
む
と

こ
ろ
と
な
り
、
家
人
は
雨
天
以
外
庭
で
仕
事
し
庭
で
客
に
接
す
る
事
に
な
り
、
自
然
に
庭
は
拡

張
さ
れ
た
部
屋
ま
た
は
戸
外
室
と
な
っ
た
。
そ
し
て
自
分
で
戸
外
室
を
持
つ
こ
と
の
出
来
な
い

人
の
為
に
共
同
野
外
室
す
な
わ
ち
公
園
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
欧
米
に
あ
っ
て

は
公
園
の
設
備
が
そ
の
地
方
文
化
の
尺
度
と
称
せ
ら
れ
る
く
ら
い
多
く
な
っ
た
、
そ
れ
な
の
に

も
は
や
今
日
大
都
市
に
は
完
全
な
公
園
を
造
る
余
地
も
な
く
、
ま
た
空
気
や
水
の
混
濁
し
た
た

め
技
術
上
出
来
な
く
な
り
、
特
に
市
中
の
生
活
が
あ
ま
り
に
人
工
的
器
械
的
と
な
り
、
塵
埃
と

喧
騒
の
中
で
自
動
車
に
追
い
か
け
ら
れ
て
町
を
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
命
は
縮
め
ら
れ
神
経
衰

弱
、
腺
病
質
と
な
り
、
市
民
の
肺
臓
は
黒
色
に
変
わ
り
、
大
都
市
の
中
に
は
三
代
と
続
く
家
は
な

く
な
り
、
つ
い
に
都
会
は
人
間
の
墓
場
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
都
会

の
住
民
は
時
折
、
特
に
夏
休
み
中
な
ど
地
方
の
小
都
会
ま
た
は
農
村
、
山
村
に
滞
在
し
、
心
身
を

休
養
し
て
健
康
を
回
復
す
る
必
要
を
生
じ
、
気
候
の
涼
し
く
空
気
清
浄
な
る
山
村
地
方
が
大
都

市
の
保
養
所
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
山
村
地
方
が
美
化
さ
れ
設
備
さ
せ
ら
れ
て
遂
に
は
地
方

文
化
生
活
の
進
歩
と
な
り
、
一
般
国
民
が
等
し
く
文
化
に
浴
す
る
と
い
う
の
が
今
日
世
界
の
大

勢
で
あ
る
。 

こ
の
時
に
か
つ
て
小
諸
町
が
小
諸
城
趾
一
帯
の
公
園
設
計
を
企
て
ら
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
こ

の
世
界
文
化
の
大
勢
に
順
応
す
る
も
の
と
、
私
共
の
大
に
敬
服
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
地
方
公
園
の
設
計
特
に
小
諸
町
の
よ
う
な
由
緒
来
歴
に
富
ん
だ
城
趾
を
公
園
と
し

て
設
計
す
る
に
は
、
城
趾
並
に
付
近
の
名
勝
史
跡
天
然
記
念
物
に
関
す
る
歴
史
、
伝
説
は
も
ち

ろ
ん
、
地
方
民
衆
の
要
求
、
希
望
、
人
情
、
風
俗
、
習
慣
、
政
治
、
経
済
の
状
態
等
に
関
す
る
該

博
な
知
識
と
多
年
の
経
験
と
を
有
さ
な
け
れ
ば
完
全
な
設
計
案
を
建
て
が
た
い
も
の
で
あ
る
の

に
、
私
た
ち
は
当
地
に
初
め
て
で
あ
り
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
の
知
識
に
乏
し
く
、
調
査
時
間
も

ま
た
少
な
い
た
め
、
あ
る
い
は
立
案
に
欠
点
が
な
い
か
を
慎
ま
れ
る
次
第
で
あ
る
。
た
だ
幸
に

町
長
隈
部
親
信
氏
、
助
役
掛
川
周
三
氏
、
そ
の
他
当
地
力
の
事
情
に
詳
し
い
有
志
諸
君
の
御
案

内
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
事
情
、
要
求
も
ほ
ぼ
推
察
し
得
て
、
こ
こ
に
小
諸
公
園
設
計
の
大
方
針

を
樹
立
し
得
た
次
第
で
あ
る
。
以
下
順
を
追
っ
て
こ
れ
を
述
べ
た
い
と
存
ず
る
。 

本
論 一

、
設
計
の
根
本
方
針 

小
諸
公
園
設
計
の
根
本
方
針
は
共
に
独
特
、
史
跡
名
勝
に
富
む
珍
し
い
穴
城
の
保
存
と
、
潤

雄
大
な
眺
望
と
、
幽
経
、
閑
雅
な
る
自
然
美
を
助
長
し
、
一
力
変
化
の
多
い
壕
と
森
を
利
用
し
て

こ
れ
に
多
少
の
人
工
美
を
加
え
、
も
っ
て
一
大
風
景
美
を
現
出
し
ま
す
。 

そ
も
そ
も
小
諸
城
址
は
小
諸
町
の
西
南
千
曲
川
の
清
流
に
臨
み
、
天
然
景
勝
の
地
を
占
め
、

春
風
秋
雨
六
百
余
年
間
の
栄
枯
盛
衰
そ
の
痕
を
留
め
、
今
日
に
残
存
す
る
多
く
の
深
壕
、
曲
輪
、

城
壁
、
石
畳
、
老
樹
名
木
等
、
一
と
し
て
そ
の
古
の
偲
ば
れ
ざ
る
も
の
は
な
い
。
そ
の
名
も
ふ
さ

わ
し
い
懐
古
園
を
中
心
と
す
る
公
園
設
計
と
し
て
は
、
床
し
き
名
残
を
留
め
る
こ
の
穴
城
の
一

切
を
出
来
る
だ
け
保
存
し
利
用
し
て
公
園
の
使
命
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
園
内

に
は
幾
化
に
富
む
深
さ
数
火
、
幅
十
数
間
の
谷
々
、
そ
の
間
に
在
る
数
々
の
曲
輪
、
ま
た
雉
子

平
、
大
平
山
一
帯
の
鬱
蒼
た
る
松
の
美
林
と
幽
遂
な
る
谷
間
の
木
立
な
ど
、
面
積
の
割
合
に
地

勢
の
変
化
が
極
め
て
多
く
、
私
に
一
大
公
園
の
感
を
抱
か
し
め
る
も
の
が
あ
る
た
め
、
設
計
者

の
最
も
愉
快
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ま
た
三
ノ
門(

懐
古
門)

か
ら
二
ノ
丸
、
南
丸
、
北
丸
址
の
広
場
及
び
本
丸
内
の
懐
古
林
社
を

中
心
と
し
た
庭
、
そ
の
西
側
馬
場
及
び
北
側
、
荒
神
、
天
神
広
場
や
見
晴
し
の
よ
い
天
主
閣
却
、

不
二
見
臺
、
水
ノ
手
上
等
一
帯
の
地
域
は
本
園
の
中
心
と
な
り
、
将
来
最
も
利
用
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
地
域
は
昔
の
本
丸
、
二
ノ
丸
、
三
ノ
丸
で
史
墳
の
最
も
多
い
点
に
鑑
み

な
る
べ
く
旧
態
を
保
ち
所
々
の
石
垣
修
理
の
外
、
神
社
境
内
の
植
樹
修
飾
や
、
梅
林
、
桜
林
の
増

設
や
、
眺
望
臺
の
設
置
な
ど
改
良
の
余
地
が
全
く
な
い
。
ま
た
西
谷
と
木
谷
と
は
共
の
幽
遂
な

371 
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る
自
然
の
景
趣
に
鑑
み
、
紅
葉
樹
を
植
え
て
紅
葉
谷
と
し
、
南
谷
に
は
共
塹
［
き
ょ
う
ざ
ん
］
壕

の
絶
壁
と
溪
水
と
樹
林
と
を
利
用
し
鹿
を
放
っ
て
鹿
園
と
し
、
ま
た
景
色
も
日
照
も
よ
く
安
全

に
し
て
、
し
か
も
市
街
か
ら
近
籾
倉
臺
に
は
子
供
の
遊
び
場
を
中
心
と
す
る
近
代
的
洋
風
自
然

式
の
庭
を
設
計
す
る
。
ま
た
久
現
在
馬
場
の
広
場
は
運
動
場
と
し
て
は
狭
小
に
過
ぎ
る
か
ら
将

来
は
大
運
動
場
を
他
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
北
谷
と
地
獄
谷
の
間
に
突
出
し

た
陵
神
曲
輪
の
臺
地
を
平
に
な
ら
し
、
な
お
不
足
す
る
分
を
埋
め
立
て
て
こ
こ
に
一
周
四
百
メ

ー
ト
ル
及
び
三
百
メ
ー
ト
ル
の
大
ト
ラ
ッ
ク
と
相
撲
場
を
新
設
す
る
。 

一
方
教
化
設
備
と
し
て
は
天
然
植
物
の
種
類
に
富
む
雅
子
平
の
下
、
根
津
谷
中
の
地
域
を
天

然
砥
物
園
と
な
し
、
逍
遙
［
し
ょ
う
よ
う
］
区
と
し
て
は
美
林
大
平
山
、
雉
子
不
等
に
こ
れ
を
求

め
る
。 

前
述
の
設
備
に
よ
り
城
址
公
園
と
し
て
神
域
区
、
休
養
区
、
運
動
区
、
教
化
区
、
逍
遙
区
等
を

有
す
る
ほ
ぼ
完
全
に
近
い
地
方
大
公
園
を
現
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。 

試
み
に
園
内
水
の
手
上
の
見
晴
し
に
登
っ
て
眺
め
れ
ば
、
眼
下
に
は
岸
に
激
す
る
千
曲
川
の

清
流
と
蒼
々
た
る
松
樹
と
谷
間
の
細
流
と
畑
地
と
の
外
、
何
等
人
工
物
の
眼
遮
る
も
の
な
く
、

西
方
に
は
近
く
蓼
科
の
翠
巒
［
す
い
ら
ん
］
遠
く
日
本
ア
ル
プ
ス
の
大
雪
峯
を
望
み
、
南
方
に
は

富
士
の
霊
山
を
仰
ぎ
、
踵
を
返
せ
ば
白
煙
濛
々
と
し
て
天
に
棚
引
く
浅
間
山
と
そ
の
山
麗
の
一

帯
は
紫
に
霞
み
落
葉
松
の
森
林
に
囲
ま
れ
、
そ
の
雄
大
な
る
自
然
美
の
中
に
何
時
し
か
心
が
奪

わ
れ
、
し
ば
し
我
身
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
忘
れ
果
て
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
れ
本
公
園
完
成
の

暁
に
は
た
だ
た
だ
小
諸
町
民
の
一
大
休
養
娯
楽
場
と
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
浅
間
登
山
の
人

は
勿
論
、
軽
井
沢
、
沓
掛
に
遊
ぶ
人
、
長
野
善
光
寺
参
詣
の
人
も
必
ず
当
地
に
立
寄
り
、
悠
々
と

一
日
を
過
ご
す
べ
き
は
か
つ
て
疑
い
を
入
れ
る
余
地
は
な
く
、
す
な
わ
ち
直
接
に
は
小
諸
町
の

繁
栄
に
資
し
、
間
接
に
は
一
般
帝
国
民
衆
の
文
化
生
活
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
は
決
し
て
少
な
く

な
い
と
信
じ
て
い
る
。 

二
、
公
園
の
区
域 

今
日
専
ら
公
園
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
本
丸
、
二
ノ
丸
址
の
付
近
一
帯
の
外
、
将
来
公
園

区
と
し
て
利
用
す
る
地
域
は
前
項
に
て
大
体
述
べ
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
更
に
詳
し
く
そ
の

区
域
を
あ
げ
れ
ば
、
東
は
三
ノ
門
、
北
は
根
津
谷
と
地
獄
谷
の
間
峯
通
を
境
と
し
、
地
獄
谷
に
資

の
台
地
よ
り
根
津
谷
に
下
り
、
更
に
雉
子
平
に
上
り
、
同
松
原
の
工
場
を
占
め
、
掘
留
谷
を
下
っ

て
雉
子
［
き
じ
］
原
に
上
り
崖
上
の
桑
畑
を
右
境
に
し
て
西
方
釜
ヶ
淵
に
下
る
松
林
を
含
む
。
西

は
堀
留
、
根
津
、
地
獄
谷
下
方
よ
り
西
谷
下
西
腹
の
大
平
山
松
林
を
包
容
し
、
南
は
南
五
谷
の
小

川
を
越
え
落
葉
松
林
を
含
み
三
邊
村
に
至
る
新
道
に
出
で
南
四
谷
を
横
切
り
、
作
事
場
台
の
桑

畑
の
下
を
通
り
南
三
谷
と
南
谷
の
間
の
峯
通
り
を
経
て
三
ノ
門
に
出
る
。
こ
の
区
域
全
部
を
公

園
予
定
地
の
境
界
と
す
れ
ば
総
面
積
大
約
四
万
五
千
六
百
坪
に
達
す
る
。
そ
し
て
こ
の
公
園
区

域
内
の
立
木
の
あ
る
分
は
全
部
差
通
り
風
致
保
安
林
と
し
、
私
有
地
は
こ
れ
を
買
入
れ
る
か
、

ま
た
は
そ
の
ま
ま
で
公
園
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
の
出
来
る
よ
う
交
渉
す
る
必
要
が
あ
る
。 

三
、
各
区
に
特
徴
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と 

（
い
）
梅
林
区 

忠
魂
［
ち
ゅ
う
こ
ん
］
碑
隣
の
北
ノ
丸
址
の
石
垣
を
取
り
あ
げ
た
畑
地
と
荒
神
、
天
神
社
址
、

火
襷
［
ひ
だ
す
き
］
の
下
ま
で
を
梅
林
区
と
な
し
、
主
と
し
て
ウ
メ
、
ア
ン
ズ
を
植
え
、
他
に
も
、

二
三
分
、
マ
ツ
一
分
を
加
え
る
。
北
ノ
丸
址
の
梅
林
は
表
自
動
車
道
に
沿
い
囲
面
の
よ
う
に
高

さ
二
三
尺
の
生
垣(

ツ
ゲ
、
チ
ャ
等)

に
よ
っ
て
囲
み
、
出
入
口
を
三
ヶ
所
設
け
る
。
そ
の
他
梅
林

下
適
当
な
個
所
に
は
腰
掛
敷
脚
を
設
備
す
る
。
な
お
梅
樹
の
根
占
め
と
し
て
適
宜
、
ツ
ツ
ジ
ボ

ケ
、
ヤ
マ
ブ
キ
そ
の
他
の
下
草
を
植
え
る
。 

（
ろ
）
桜
区 

梅
林
に
続
く
畑
地
及
び
葡
馬
場
一
帯
の
工
場
に
染
井
吉
野
櫻
を
粗
植
し
、
モ
ミ
ジ
二
分
、
マ

ツ
一
分
を
加
え
、
馬
場
址
の
地
は
競
馬
鑑
賞
席
址
石
垣
を
取
り
扱
い
、
桜
樹
の
下
は
一
面
の
芝

生
と
し
て
一
般
民
衆
の
遊
楽
場
に
あ
て
る
も
の
で
あ
る
が
、
将
来
大
運
動
場
が
完
成
す
る
ま
で

は
、
こ
の
地
を
運
動
場
に
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
、
周
囲
に
桜
を
植
え
自
動
車
道
兼
用
の
競
争

路(

一
周
二
百
八
十
メ
ー
ト
ル
、
直
線
百
メ
ー
ト
ル)

と
す
る
。
な
お
総
じ
て
並
木
、
工
場
等
に
植

え
る
樹
木
は
高
さ
二
間
以
上
、
目
通
り
周
囲
三
寸
以
上
の
も
の
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
畑
地
に
養
成
し
て
適
当
の
大
き
さ
と
な
っ
た
も
の
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
根
占
の
下

草
を
植
え
る
事
は
梅
林
区
に
準
ず
る
。 

（
は
）
神
苑
区 

懐
古
神
社
を
中
心
と
す
る
本
丸
址
を
神
苑
区
と
す
る
。
将
来
懐
古
神
社
並
に
徳
川
家
光
公
、

春
日
局
の
像
を
祀
る
小
祠
【
し
ょ
う
し
】
を
改
築
す
る
と
し
て
こ
の
境
内
を
ほ
ぼ
囲
面
の
通
り

改
良
す
る
。
す
な
わ
ち
社
殿
の
後
方
に
は
常
緑
樹
と
し
て
ヒ
ノ
キ
、
モ
ミ
、
マ
ツ
、
シ
ヒ
そ
の
他

を
植
え
、
囲
面
に
従
い
道
を
改
良
し
噴
水
池
の
周
囲
に
は
サ
ツ
キ
、
ツ
ツ
ジ
、
モ
ツ
コ
ク
、
サ
カ

キ
、
ソ
ナ
レ
等
を
配
植
す
る
。
な
お
神
社
前
か
ら
山
城
館
附
属
見
物
が
見
え
透
い
て
非
常
に
不
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体
裁
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
所
に
は
常
緑
樹
の
高
さ
五
六
尺
の
カ
シ
、
シ
ヒ
、
ツ
バ
キ
、
ヒ
バ
、
ネ

ズ
ミ
サ
シ
及
び
下
木
に
ア
オ
キ
そ
の
他
を
植
込
ん
で
、
一
つ
に
は
神
域
の
庭
と
し
て
一
つ
に
は

山
城
館
の
庭
と
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
な
お
参
道
両
側
に
は
ウ
メ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
等
を
補

植
し
、
下
に
ツ
ツ
ジ
、
ボ
ケ
、
ボ
タ
ン
、
シ
ヤ
ク
ヤ
ク
、
ヤ
マ
ブ
キ
等
を
配
す
る
。
そ
の
他
神
苑

区
内
の
道
路
は
敷
石
の
あ
る
部
分
を
除
い
て
小
砂
利
を
敷
き
冬
の
霜
解
け
を
防
ぐ
。 

（
に
）
も
み
じ
谷 

木
谷
一
帯
及
び
西
谷
に
わ
た
る
谷
間
を
モ
ミ
ジ
谷
と
し
、
秋
の
紅
葉
を
愛
で
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
現
存
す
る
コ
ブ
シ
、
ヌ
ル
デ
等
の
落
葉
潤
葉
樹
や
杉
並
木
等
な
こ
れ
を

残
し
、
ニ
ハ
ト
コ
そ
の
他
の
不
良
雑
木
漕
木
の
類
を
伐
り
去
っ
て
モ
ミ
ジ
類
を
植
え
、
更
に
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
二
分
、
他
の
花
木
一
分
の
割
に
混
植
す
る
。 

す
べ
て
樹
木
を
植
え
る
に
は
例
え
サ
ク
ラ
山
で
も
、
サ
ク
ラ
ば
か
り
の
山
で
は
見
て
美
し
い

も
の
で
は
な
い
。
サ
ク
ラ
七
分
に
モ
ミ
ジ
二
分
、
マ
ツ
一
分
と
い
う
具
合
に
混
植
し
て
初
め
て

サ
ク
ラ
も
モ
ミ
ジ
も
マ
ツ
も
益
々
生
き
、
そ
の
樹
の
美
し
さ
も
現
れ
る
も
の
で
、
既
に
梅
林
区
、

桜
区
で
混
植
す
る
こ
と
を
記
し
た
の
も
こ
の
法
則
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
モ
ミ
ジ
は

上
に
マ
ツ
や
他
の
木
が
あ
る
と
か
、
深
い
谷
間
に
あ
っ
て
直
接
霜
の
あ
た
ら
な
い
と
こ
ろ
に
あ

れ
ば
益
々
そ
の
美
し
い
紅
葉
を
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

（
ほ
）
つ
つ
じ
ヶ
岡 

籾
倉
台
の
先
端
南
面
の
傾
斜
地
と
二
ノ
丸
址
下
の
見
付
石
畳
か
ら
分
か
れ
て
、
根
上
り
大
ケ

ヤ
キ
道
を
上
っ
た
台
地
に
ツ
ツ
ジ
類
を
植
え
出
し
、
ツ
ツ
ジ
岡
と
す
る
。
籾
倉
台
先
端
松
林
下

火
薬
庫
裏
の
斜
傾
地
に
は
一
面
ツ
ツ
ジ
を
植
え
、
上
に
木
柵
を
造
り
下
に
降
り
る
の
を
防
ぐ
。

な
お
籾
倉
臺
周
囲
に
あ
る
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
、
マ
ツ
等
の
大
木
は
容
易
に
得
難
い
緑
蔭
樹
で
あ
る
。

中
央
広
場
に
は
児
童
遊
園
区
を
作
り
、
一
力
南
谷
の
鹿
園
を
覗
こ
う
と
し
て
人
が
多
く
集
ま
る

所
で
あ
る
か
ら
、
断
崖
か
ら
墜
落
し
な
い
よ
う
に
、
周
囲
一
帯
に
幅
三
尺
位
の
ツ
ツ
ジ
そ
の
他

小
灌
木
を
生
垣
狀
に
植
え
込
み
、
な
お
危
険
の
模
あ
る
個
所
に
は
鐵
柵
又
は
木
柵
を
設
け
る
。 

（
へ
）
風
致
林
区 

大
平
山
及
び
雉
子
原
下
部
松
林
、
雉
子
平
一
帯
は
現
在
の
ま
ま
で
立
派
な
一
大
風
致
林
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
非
常
に
密
生
し
た
部
分
に
は
適
当
の
間
伐
を
施
し
て
そ
の
下
に
モ
ミ
ジ
、
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
を
一
二
分
補
植
し
、
な
お
現
存
す
る
ツ
ツ
ジ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
ヌ
ル
デ
等

の
花
木
や
紅
葉
木
を
保
存
し
、
林
内
の
下
草
は
年
々
三
四
回
刈
り
取
っ
て
掃
除
を
す
る
。 

（
と
）
天
然
植
物
園 

大
平
山
の
北
部
を
下
り
雉
子
平
下
方
山
腹
か
ら
雉
子
原
、
雉
子
平
間
の
谷
間
は
当
地
方
天
然

植
物
に
富
む
故
こ
の
一
帯
の
地
を
天
然
植
物
園
区
と
す
る
。
す
な
わ
ち
ミ
ヅ
キ
、
コ
ブ
シ
、
ホ
ホ

ノ
キ
、
ニ
ハ
ト
コ
、
サ
イ
カ
チ
、
ハ
リ
ギ
リ
、
ウ
ル
シ
等
現
存
木
の
外
、
こ
こ
に
不
足
す
る
草
木

は
園
の
内
外
か
ら
求
め
て
こ
こ
に
補
植
し
、
一
つ
一
つ
樹
名
を
記
し
た
札
を
付
け
る
。
札
は
ト

タ
ン
で
縦
三
寸
五
分
、
模
五
寸
位
の
黒
又
は
白
ペ
ン
キ
塗
札
に
白
又
は
黒
色
で
樹
名
、
科
名
、
羅

典
名
を
記
し
た
も
の
が
よ
い
。
こ
の
札
を
樹
幹
目
通
し
六
寸
以
上
の
も
の
で
あ
れ
ば
釘
付
け
と

し
、
そ
れ
以
下
の
小
木
に
は
針
金
で
縛
り
付
け
、
縛
り
得
な
い
も
の
に
は
側
に
立
札
と
す
る
。
な

お
札
は
歩
道
か
ら
三
尺
以
上
逃
げ
て
設
け
る
の
を
よ
し
と
す
る
。 

（
ち
）
山
吹
谷 

根
津
谷
下
の
地
は
下
草
に
現
存
す
る
ヤ
マ
ブ
キ
を
助
け
出
し
、
か
つ
こ
れ
を
補
植
し
て
山
吹

の
名
所
と
な
す
る
。 

（
と
）
こ
ぶ
し
谷
山
吹
谷
に
つ
づ
く
谷 

下
方
に
天
生
す
る
コ
ブ
シ
、
ホ
ホ
ノ
キ
の
多
い
所
が
あ
る
。
こ
こ
に
一
屑
コ
ブ
シ
、
ホ
ホ
ノ
キ

を
補
植
し
て
コ
ブ
シ
、
ホ
ホ
ノ
キ
の
名
所
と
す
る
。 

（
り
）
児
童
遊
園
区 

籾
倉
臺
の
中
央
部
現
在
桑
畑
の
地
を
児
童
遊
園
区
に
お
い
て
、
中
央
部
に
は
花
園
を
作
る
。

そ
し
て
そ
の
両
側
は
低
い
刈
込
生
垣
で
囲
ん
で
東
方
の
遊
び
場
に
は
滑
臺
二
個
、
ブ
ラ
ン
コ
、

シ
ー
ソ
ー
、
砂
場
、
腰
掛
を
置
く
。
砂
場
は
縁
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
築
造
し
、
底
は
雨
水
の
浸
透

し
易
い
よ
う
に
割
粟
石
で
固
め
、
深
さ
一
尺
五
寸
の
空
池
を
作
り
、
粗
粒
の
砂
を
盛
っ
て
常
に

適
当
の
湿
気
を
保
た
せ
る
。
西
方
に
は
遊
動
円
木
、
固
定
円
木
、
鍼
棒
等
中
少
年
用
の
も
の
を
設

備
し
、
な
お
水
道
を
導
い
て
水
飲
み
場
一
ヶ
所
を
造
り
、
日
陰
樹
と
し
て
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
モ
ミ

ジ
、
マ
ツ
等
を
植
え
る
。
そ
の
他
猿
小
屋
、
小
鳥
舎
を
火
山
灰
試
験
瓦
製
造
小
屋
の
西
部
空
地
に

設
置
す
る
。 

（
ぬ
）
大
運
動
場
区 

陵
神
曲
輪
の
墓
地
を
崩
し
、
不
足
の
部
は
埋
め
立
て
て
平
坦
地
と
す
れ
ば
北
谷
、
地
獄
谷
に

渡
る
一
帯
は
面
積
お
よ
そ
三
千
六
百
坪
の
平
地
と
、
約
一
千
坪
の
観
覽
席
の
外
、
極
楽
平(

地
獄

谷
上
の
小
臺
地
で
本
多
の
命
名
し
た
所)

や
本
丸
、
二
ノ
丸
、
櫻
ヶ
岡
等
の
天
然
観
覽
席
を
有
す

る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
内
に
直
線
コ
ー
ス
百
二
十
メ
ー
ト
ル
、
一
周
四
百
メ
ー
ト
ル
並
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に
一
周
三
百
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
ッ
ク(

図
を
見
よ)

造
り
、
東
方
の
フ
ィ
ー
ル
ド(

平
地)

内
に
は

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
二
乃
至
数
個
を
設
置
し
西
方
の
フ
ィ
ー
ル
ド
内
に
は
各
種
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
や

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
得
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
大
運
動
場
の
東
隣
り

に
は
す
り
鉢
形
の
相
撲
場(

觀
覽
席
の
広
さ
六
百
坪)

を
設
置
し
、
こ
こ
で
地
力
青
年
を
主
と
す

る
大
相
撲
を
行
う
。 

次
に
運
動
競
技
場
の
設
計
に
つ
き
参
考
の
た
め
少
し
く
詳
説
し
よ
う
。 

そ
の
一 
競
技
場
の
位
置 

衛
生
上
か
ら
見
て
な
る
べ
く
都
市
の
雑
踏
を
遠
ざ
か
り
、
地
質
、
排
水
の
よ
い
こ
と
を
要
す
る
。 

そ
の
二 

ト
ラ
ッ
ク
の
問
題 

一
周
三
百
メ
ー
ト
ル
又
は
四
百
メ
ー
ト
ル
と
い
う
が
、
こ
れ
は
ど
こ
を
計
測
し
て
定
め
る
か

と
い
え
ば
、
萬
国
規
定
で
内
母
か
ら
三
十
糎
離
れ
た
所
に
仮
定
線
を
設
け
て
測
っ
た
も
の
に
よ

る
の
で
あ
る
。
次
に
ト
ラ
ッ
ク
の
一
周
を
何
程
に
す
れ
ば
良
い
か
と
い
う
こ
と
は
色
々
理
由
が

あ
っ
て
一
概
に
幾
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
い
い
と
は
定
め
ら
れ
な
い
が
、
普
通
四
百
メ
ー
ト
ル
あ

れ
ば
申
し
分
な
く
最
小
限
度
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
理
由
を
抜
き
に
し

て
小
学
校
程
度
の
児
童
の
も
の
で
あ
れ
ば
一
周
百
五
十
乃
至
二
百
メ
ー
ト
ル
、
青
年
ま
た
は
中

学
校
生
徒
の
た
め
に
は
二
百
五
十
乃
至
三
百
メ
ー
ト
ル
が
適
当
し
、
優
秀
な
競
技
者
の
た
め
に

は
前
述
の
よ
う
に
四
百
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
が
適
当
す
る
。
ま
た
ト
ラ
ッ
ク
の
中
に
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
場
や
、
野
球
場
を
入
れ
る
場
合
に
は
、
一
周
四
百
メ
ー
ト
ル
に
す
れ
ば
差
支
え
な
い
が
、
し

か
し
純
粋
の
ト
ラ
ッ
ク
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
前
述
の
程
度
の
も
の
で
一
般
に

は
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

Ａ
．
ト
ラ
ッ
ク
の
形 

こ
れ
に
は
三
心
円
弧
、
楕
円
形
、
四
心
円
弧
等
色
々
の
形
が
あ
る
が
、
今
日
良
い
と
さ
れ
て
い

る
も
の
は
二
つ
の
並
行
し
た
直
線
走
路
の
両
端
に
正
牛
円
形
を
結
ん
だ
形
の
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
各
部
の
長
さ
の
割
合
は
い
く
ら
と
い
え
ば
、
普
通
は
明
治
神
宮
競
技
場
の
よ
う
に
直

線
の
部
を
各
々
百
メ
ー
ト
ル
、
曲
線
の
各
々
百
メ
ー
ト
ル
、
合
計
一
周
四
百
メ
ー
ト
ル
と
す
る

の
が
よ
い
が
、
地
形
に
よ
っ
て
一
方
を
長
く
、
一
方
を
短
く
す
る
と
き
に
は
な
る
べ
く
直
線
走

路
を
長
く
す
る
方
が
走
者
の
た
め
に
都
合
が
よ
い
。
し
か
し
こ
れ
も
程
度
問
題
で
、
急
角
度
で

直
線
部
が
短
過
ぎ
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
。 

 

Ｂ
．
直
線
コ
ー
ス 

こ
れ
は
正
面
席
に
取
り
普
通
百
メ
ー
ト
ル
も
し
く
は
二
百
メ
ー
ト
ル
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
、
一
周
四
百
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
ッ
ク
に
あ
っ
て
は
二
百
メ
ー
ト
ル
直
線
コ
ー
ス
を
い
ず
れ
の

部
に
設
置
す
る
か
と
い
う
に
、
例
え
ば
明
治
神
宮
競
技
場
の
よ
う
に
一
直
線
部
の
両
側
に
延
長

し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
外
国
に
は
一
方
を
延
長
し
て
場
外
か
ら
出
発
す
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た

観
覧
席
の
下
を
ト
ン
ネ
ル
に
し
て
そ
の
中
か
ら
出
発
す
る
も
の
等
が
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
一
得

一
失
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
こ
こ
に
は
省
略
し
て
お
く
。 

Ｃ
．
コ
ー
ス
の
幅 

百
メ
ー
ト
ル
の
直
線
コ
ー
ス
で
は
正
規
の
も
の
が
八
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
、
明
治
神
宮
競
技
場

の
も
の
は
十
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
区
画
さ
れ
る
一
人
走
路
の
幅
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

場
で
は
、
一
メ
ー
ト
ル
二
十
以
上
あ
っ
て
、
こ
の
コ
ー
ス
が
六
か
ら
七
つ
あ
れ
ば
普
通
は
十
分

で
あ
る
。 

Ｄ
．
出
発
点
と
到
達
点
の
位
置 

な
る
べ
く
正
面
同
一
個
所
で
あ
れ
ば
観
覧
者
に
と
っ
て
好
都
合
で
あ
る
が
、
一
方
走
者
は
出

発
点
か
ら
第
一
コ
ー
ナ
ー(

角)

ま
で
四
十
メ
ー
ト
ル
以
上
、
ま
た
到
達
点
は
最
後
の
角
か
ら
同

じ
く
四
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
に
あ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。 

Ｅ
．
走
路
の
方
向 

な
る
べ
く
逆
風
に
向
か
な
い
よ
う
に
選
び
、
荷
は
風
の
あ
る
所
で
あ
れ
ば
後
方
も
し
く
は
横

か
ら
吹
く
方
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
日
射
は
多
く
横
か
ら
来
る
よ
う
に
す
る
の
が
よ
い
。 

そ
の
三 

フ
ィ
ー
ル
ド
の
問
題 

フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
の
走
高
、
幅
跳
、
棒
高
跳
、
槍
投
、
砲
丸
投
、
円
盤
投
げ
等
を
行
う
各
配
置

は
普
通
挿
入
図
面
の
示
す
通
り
に
設
置
す
る
の
で
あ
っ
て
、
各
競
技
場
を
除
い
て
、
他
は
一
面

に
芝
生
地
と
し
て
お
く
が
よ
い
。
な
お
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
を
四
百
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
内
に
設

け
る
と
き
は
砲
丸
投
や
円
盤
投
げ
等
の
他
の
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
場
は
フ
ィ
ー
ル
ド
の
両
端
半
円

形
内
に
お
さ
め
て
中
央
を
そ
れ
に
充
て
る
も
の
で
あ
る
。 

そ
の
四 

競
技
場
の
構
造 

ト
ラ
ッ
ク
の
構
造
は
ご
く
簡
単
な
も
の
は
シ
ン
ダ
ー(

石
炭
灰)

を
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
堀

入
れ
、
そ
の
上
に
粘
土
を
お
い
て
ロ
ー
ラ
ー
で
固
め
れ
ば
よ
い
。
正
式
な
も
の
は
、
一
番
下
に
割

粟
石
を
約
一
、
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
入
れ
そ
の
上
に
大
き
さ
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
位
の
礫
石
を
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一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
入
れ
、
そ
の
上
に
石
炭
灰
の
粗
い
の
を
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
入
れ
、

更
に
そ
の
上
層
に
は
細
か
い
石
炭
灰
四
、
軽
鬆
土
五
、
砂
一
と
い
う
割
に
混
ぜ
た
も
の
を
一
、
五

程
入
れ
、
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ロ
ー
ラ
ー
で
何
回
も
曳
き
固
め
て
仕
上
げ
る
の
で
、
こ
れ
を
シ

ン
ダ
ー
ト
ラ
ッ
ク
と
い
う
。
な
お
軽
鬆
土
は
幾
分
粘
土
を
含
む
も
の
が
よ
く
、
シ
ン
ダ
ー
や
粘

土
を
混
ぜ
る
割
合
は
各
地
方
の
地
質
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
一
定
し
な
い
。
明
治
神
宮
の
ト

ラ
ッ
ク
で
は
最
下
層
十
五
・
二
四
、
八
十
八
・
六
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
は
砂
利
及
び
割
粟
石
、
そ

の
上
七
、
六
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
十
五
、
二
四
の
間
は
シ
ン
ダ
ー
及
び
粘
土
、
そ
の
上
層
十
五
・

二
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
は
火
山
砂
利
の
細
い
も
の
と
粘
土
と
砂
を
混
ぜ
た
も
の
で
造
ら
れ
て
あ

る
。
な
お
フ
ィ
ー
ル
ド
内
に
は
所
々
に
排
水
口
を
設
け
、
外
柵
に
沿
っ
て
も
良
く
排
水
す
る
よ

う
に
石
炭
灰
を
入
れ
、
中
央
部
は
少
し
高
く
す
る
。 

そ
の
五 

観
覧
席 

大
規
模
の
も
の
は
幾
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
階
段
式
と
な
っ
て
い
て
、
高
い
も
の
で
は
階

段
の
数
五
十
一
段
、
明
治
神
宮
競
技
場
の
二
十
六
段
（
譜
面
五
十
四
・
八
六
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
蹴
上
三
百
四
十
七
・
四
七
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
な
っ
て
い
る
が
地
方
公
園
で
は
大
抵
芝

生
の
斜
面
で
十
分
で
あ
る
。
芝
生
観
覧
席
は
六
分
の
一
勾
配
位
の
程
度
を
良
と
す
る
。 

以
上
は
競
技
場
の
設
計
に
つ
い
て
そ
の
大
体
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
競
技
場
を
造
る
に

は
面
積
が
ど
れ
程
あ
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
に
、
ま
ず
一
周
四
百
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
ッ
ク
と
外
に

相
常
の
観
覧
席
を
設
け
る
と
す
れ
ば
約
六
千
坪
の
土
地
を
要
し
、
同
じ
く
一
周
三
百
メ
ー
ト
ル

ト
ラ
ッ
ク
な
れ
ば
約
四
千
坪
、
二
百
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
な
れ
ば
約
二
千
四
百
坪
の
広
場
が
あ

れ
ば
よ
い
。
な
お
大
規
模
な
も
の
例
え
ば
明
治
神
宮
外
苑
競
技
場
は
観
覧
席
を
入
れ
て
一
万
坪

あ
り
、
内
平
地
（
ト
ラ
ッ
ク
、
中
庭
等
）
は
六
千
坪
で
、
こ
れ
を
諸
外
国
の
例
に
見
て
も
い
ず
れ

も
一
万
坪
内
外
で
あ
っ
て
、
理
想
的
の
も
の
は
競
技
場
に
附
属
し
て
水
泳
場
、
練
習
ト
ラ
ッ
ク

用
と
し
て
更
に
五
千
坪
は
入
用
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
競
技
場
の
よ
う
な
も

の
で
は
ト
ラ
ッ
ク
を
不
断
使
用
す
れ
ば
壊
す
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

そ
の
六 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

テ
ニ
ス
は
地
方
に
最
も
よ
く
行
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ー
ト
の
構
造
は
約
二
十
か
ら

二
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
掘
り
下
げ
て
礫
石
を
入
れ
、
そ
の
上
に
粗
大
な
石
炭
灰
、

最
上
層
に
は
赤
土
一
、
山
土
二
、
荒
木
田
三
の
割
合
で
入
れ
、
よ
く
混
交
し
た
も
の
を
置
い
て
固

め
る
の
で
あ
る
。
今
日
地
方
で
も
硬
球
が
追
々
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
コ
ー
ト
は
軟
球
と

同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ダ
ブ
ル
の
場
合
に
は
幅
三
十
六
フ
ィ
ー
ト
、
長
さ
七
十
八
フ
ィ
ー
ト

で
、
そ
の
他
直
径
の
両
側
に
二
十
四
フ
ィ
ー
ト
位
と
短
径
の
両
側
に
十
八
フ
ィ
ー
ト
ず
つ
と
る

事
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
面
積
約
二
百
二
十
二
坪
程
を
要
す
る
。
し
か
し
実
際
に
は
軟
球

の
コ
ー
ト
で
は
二
十
四
フ
ィ
ー
ト
取
る
必
要
な
く
十
二
三
フ
ィ
ー
ト
で
十
分
で
あ
る
。 

そ
の
七 

相
撲
場 

遠
い
昔
武
内
宿
禰
が
や
っ
た
と
い
う
相
撲
は
武
道
と
同
様
今
後
も
引
続
い
て
は
行
わ
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
ま
た
一
層
一
般
に
も
普
及
さ
れ
た
い
も
の
で
あ
る
。
相
撲
場
は
中
央
に
土
俵
八

俵
ず
つ
並
べ
て
四
角
形
を
造
り
、
そ
の
中
に
土
砂
を
盛
り
、
中
に
小
土
俵
で
円
形
を
造
る
、
こ
の

小
土
俵
円
形
の
直
径
は
二
間
一
尺
を
法
と
す
る
。
土
俵
の
数
は
四
方
八
俵
ず
つ
三
十
二
俵
で
、

外
に
東
西
両
側
の
中
央
上
り
土
俵
三
俵
ず
つ
計
六
俵
と
、
更
に
水
場
に
桶
載
せ
土
俵
一
俵
ず
つ

二
俵
、
総
計
四
十
俵
を
要
す
る
。
土
俵
の
高
さ
は
一
俵
積
を
普
通
と
す
る
が
、
地
形
に
よ
っ
て
は

二
三
俵
の
高
さ
と
す
る
事
が
あ
る
。
四
方
の
柱
の
高
さ
は
土
俵
面
か
ら
二
間
で
四
本
柱
の
心
身

距
離
は
三
間
一
尺
で
あ
る
。
柱
の
位
置
は
東
西
南
北
を
法
と
す
る
が
、
地
形
に
よ
っ
て
随
意
に

立
て
て
よ
い
。
た
だ
し
行
司
の
上
る
方
を
束
と
す
る
の
で
あ
る
。 

（
る
）
水
泳
場 

差
し
当
た
り
千
曲
川
垢
離
淵
、
釜
ケ
淵
の
河
流
を
泳
ぎ
場
所
に
あ
て
る
。
し
か
し
将
来
余

裕
が
出
来
れ
ば
垢
離
淵
の
対
岸
畑
地
に
新
に
水
泳
場
（
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
十
メ
ー
ト
ル
）

を
新
設
す
る
。(

水
泳
場
は
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
会
の
規
定
に
よ
れ
ば
長
さ
百
メ
ー
ト
ル
、

幅
二
十
メ
ー
ト
ル
、
水
の
深
さ
五
メ
ー
ト
ル
、
加
え
て
他
の
水
面
と
区
別
さ
せ
ら
れ
、
何
等
水
流

な
き
淡
水
を
原
則
と
し
て
あ
る
。
長
さ
百
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
十
メ
ー
ト
ル
の
も
の
は
非
常
に
大

き
な
も
の
で
、
屋
内
に
造
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
ら
多
く
屋
外
に
造
ら
れ
室
内
の
も
の
で
最

小
限
度
十
八
メ
ー
ト
ル
三
、
幅
四
メ
ー
ト
ル
六
、
水
の
深
さ
一
方
は
二
メ
ー
ト
ル
、
他
方
は
一
メ

ー
ト
ル
ま
で
と
規
定
さ
れ
て
い
る)

。
な
お
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
跳
躍
台
は
水
面
か
ら
一
メ
ー

ト
ル
、
三
メ
ー
ト
ル
、
五
メ
ー
ト
ル
、
十
メ
ー
ト
ル
の
四
種
が
あ
る
、
第
一
、
第
二
段
は
弾
機
仕

掛
け
の
跳
躍
台
と
な
っ
て
、
跳
ぶ
も
の
は
一
度
先
端
で
ボ
ン
と
跳
び
上
る
の
で
あ
る
。
水
泳
場

の
構
造
も
全
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
そ
の
地
方
青
年
、
学
生
等
の
労
力
を
借
り
る
こ
と
が
出
来
る

な
ら
ば
三
四
千
円
で
も
で
き
る
。 

（
を
）
鹿
園 

南
谷
及
び
南
三
谷
一
部
の
谷
に
は
鹿
を
放
っ
て
鹿
園
と
す
る
。
三
ノ
門
側
の
崖
地
と
南
谷
下
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部
と
谷
上
の
ク
ヌ
ギ
林
の
峯
通
り
に
木
柵
を
約
百
問
造
れ
ば
、
他
は
柵
を
要
し
な
い
。
天
然
の

鹿
園
と
し
て
実
に
好
適
の
地
勢
で
あ
る
。
木
柵
は
高
さ
七
尺
と
し
て
そ
の
下
半
部
は
密
に
し
、

犬
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
鹿
の
飼
料
は
天
然
に
あ
る
も
の
で
は
足
り
な
い
か
ら
、

普
通
甘
藷
、
青
草
を
一
日
一
頭
に
つ
き
百
六
十
匁
［
も
ん
め
］
位
与
え
る
。
今
柵
飼
に
し
て
全
く

給
与
飼
料
の
み
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
一
日
一
頭
の
飼
料
は
、
芋
類
八
十
匁
、
燕
麦
類
五
十
匁
、
樹

実
百
匁
と
生
草
、
生
葉
、
乾
草
の
適
量
を
与
え
れ
ば
良
い
。
ま
た
、
豆
腐
粕
、
糠
及
び
食
塩
を

時
々
給
す
る
が
よ
い
。
そ
の
他
鹿
の
最
も
好
み
食
う
植
物
を
あ
げ
て
み
れ
ば
稲
本
科
類
、
カ
ワ

ヤ
ナ
ギ
、
ヤ
マ
ホ
ン
ノ
キ
、
ア
キ
ニ
レ
、
ウ
ツ
ギ
類
、
ヤ
マ
ア
ザ
ミ
、
ア
カ
メ
カ
シ
ハ
、
ア
キ
グ

ミ
等
の
葉
、
葉
と
実
と
若
木
と
で
は
ア
オ
キ
、
ニ
ワ
ト
コ
ニ
シ
キ
ギ
、
ク
ワ
、
フ
ジ
、
イ
ヌ
サ
ン

シ
ョ
ウ
、
ネ
ム
ノ
キ
、
ヌ
ル
デ
等
で
あ
る
。
ま
た
鹿
の
嫌
い
な
植
物
を
与
え
れ
ば
ミ
ヤ
マ
ト
ベ

ラ
、
シ
キ
ミ
、
フ
ヨ
ウ
、
ヤ
ブ
ニ
ツ
ケ
イ
、
サ
カ
キ
、
カ
マ
ヅ
タ
、
ク
ロ
モ
ジ
、
ミ
ヅ
キ
、
ツ
バ

キ
、
ア
セ
ビ
、
ニ
ガ
キ
、
シ
ラ
カ
シ
、
シ
ヒ
、
ア
カ
ガ
シ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
で
あ
る
。
そ
の
他

ツ
タ
類
で
好
食
す
る
も
の
に
は
ア
ケ
ビ
、
ク
ヅ
ツ
ル
等
が
あ
る
。
鹿
は
九
月
末
か
ら
十
月
初
め

に
山
の
木
葉
が
黄
ば
む
頃
美
妙
な
声
で
鳴
き
、
十
月
か
ら
十
一
月
に
受
胎
し
て
翌
年
六
月
か
ら

七
月
の
上
旬
に
仔
を
産
む
の
で
、
牝
鹿
二
、
三
頭
、
牡
鹿
一
頭
を
放
っ
て
置
け
ば
牝
鹿
は
年
々
一

頭
ず
つ
仔
産
む
も
の
で
あ
る
。
鹿
の
更
毛
は
春
秋
二
季
で
先
ず
首
か
ら
胴
、
四
肢
の
順
に
脱
け

る
が
、
体
を
木
の
幹
に
擦
り
つ
け
た
り
、
ま
た
は
体
を
ゆ
す
り
振
っ
た
り
し
て
早
い
も
の
は
四

月
上
旬
、
遅
く
て
も
五
月
下
旬
か
ら
初
め
て
二
週
間
で
終
わ
り
、
背
に
茶
褐
色
の
斑
点
す
な
わ

ち
鹿
の
子
が
出
来
る
。
秋
の
更
毛
は
八
月
中
旬
か
ら
九
月
下
旬
で
あ
る
が
、
春
季
と
異
な
る
と

こ
ろ
は
斑
点
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

次
に
更
角
は
年
齢
や
形
態
に
よ
っ
て
違
う
も
の
で
生
ま
れ
た
年
は
角
が
な
く
、
二
歳
で
初
め

て
二
股
と
な
り
、
三
歳
以
上
は
二
股
か
ら
三
股
で
、
三
股
以
上
に
は
な
ら
ず
重
さ
や
大
さ
を
増

す
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
う
し
て
角
は
毎
年
秋
に
一
回
落
ち
る
も
の
で
あ
る
が
、
落
ち
な
い
場
合

に
は
角
の
根
元
が
何
か
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
と
き
で
あ
る
、
角
の
落
ち
た
後
に
は
い
わ
ゆ
る

袋
角
が
出
来
る
が
、
袋
角
は
段
々
大
き
く
な
っ
て
股
の
よ
う
に
も
の
を
生
じ
、
八
月
中
旬
か
ら

九
月
中
旬
頃
に
袋
角
の
頭
が
破
れ
て
三
日
ば
か
り
の
内
に
皮
が
剝
げ
、
そ
れ
を
土
の
中
に
擦
り

つ
け
て
磨
き
、
先
が
白
く
光
り
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。 

な
お
鹿
は
常
に
多
汁
質
の
植
物
を
食
し
、
ま
た
冬
で
も
雨
露
国
は
雪
に
う
る
お
さ
れ
た
草
を

食
べ
、
普
通
は
水
を
飲
ま
な
い
。
し
か
し
も
し
こ
れ
ら
水
分
を
得
ら
れ
な
い
時
に
渓
谷
や
湧
泉

の
清
浄
な
も
の
を
選
ぶ
の
で
あ
る
。
現
在
南
谷
の
流
れ
は
下
水
で
あ
る
か
ら
、
鹿
に
清
水
を
与

え
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
断
崖
の
一
部
を
掘
っ
て
穴
を
造
る
か
、
も
し
く
は

小
屋
を
造
っ
て
鹿
の
住
処
と
し
て
や
る
。 

(

わ
）
禁
猟
区 

公
園
全
体
及
び
周
囲
一
帯
の
地
は
之
を
禁
猟
区
と
し
、
自
然
に
遊
ぶ
鳥
獣
を
や
が
て
、
公
園

に
遊
ぶ
人
の
友
達
の
よ
う
に
馴
ら
す
。 

(

附)

将
来
果
樹
園
の
候
補
地
に
は
水
の
手
下
方
現
在
の
桑
畑
一
帯
を
こ
れ
に
充
て
、
カ
キ
、
ス

モ
モ
、
ム
メ
、
ナ
シ
、
リ
ン
ゴ
、
ス
グ
リ
、
ク
リ
そ
の
他
の
果
樹
を
栽
培
す
る
。 

四
、
公
園
道
路 

お
よ
そ
公
園
に
道
路
の
極
め
て
必
要
な
こ
と
は
、
改
め
て
こ
こ
に
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
本

公
園
の
遊
覧
利
用
に
あ
た
っ
て
は
現
在
の
道
路
を
利
用
し
て
も
左
程
差
支
え
は
な
い
が
、
な
お

の
改
良
、
新
設
を
し
て
系
統
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
完
全
を
期
し
た
い
と
思
う
。 

（
い
）
自
動
車
道
路
並
に
沿
道
の
改
良 

将
来
は
も
ち
ろ
ん
今
日
に
お
い
て
も
自
動
車
の
発
達
普
及
は
争
わ
れ
な
い
も
の
な
の
で
、
本

公
園
内
回
遊
道
路
も
優
に
自
動
車
が
通
る
こ
と
の
で
き
る
道
幅
を
必
要
と
す
る
。
す
な
わ
ち
三

ノ
門
を
入
り
、
二
ノ
門
跡
を
経
て
梅
林
を
右
に
眺
め
、
算
盤
橋
を
渡
っ
て
右
折
、
本
丸
北
の
石
垣

下
を
通
り
、
櫻
ヶ
岡
を
一
周
す
る
自
動
車
道
は
幅
五
、
四
六
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
、
二
八
メ
ー
ト
ル

(

櫻
ヶ
岡
に
お
い
て
は
五
、
四
六
メ
ー
ト
ル)

と
し
、
こ
の
道
は
大
運
動
場
が
完
成
し
た
の
ち
、
更

に
運
動
場
へ
も
下
り
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
一
方
公
園
外
大
運
動
場
の
北
に
延
び
た

七
、
二
八
メ
ー
ト
ル
の
新
道
を
一
つ
は
運
動
場
へ
結
び
、
他
は
東
に
結
ん
で
線
路
に
近
い
道
を

拡
張
改
良
し
て
小
諸
町
行
き
の
通
行
に
使
用
す
る
。
な
お
将
来
は
三
の
門
を
入
り
右
に
折
れ
て

相
撲
場
を
一
周
し
、
一
つ
は
公
園
外
の
改
良
道
路
に
、
他
は
大
運
動
場
に
至
り
櫻
ヶ
岡
か
ら
降

り
て
く
る
道
に
連
絡
さ
せ
る
。
本
自
動
車
道
築
造
に
あ
た
り
現
在
道
路
の
改
良
す
べ
き
点
を
挙

げ
れ
ば
、
三
ノ
門
を
入
っ
て
左
方
の
櫻
並
木
の
最
門
に
近
い
一
本
は
通
行
の
妨
げ
と
な
る
か
ら

こ
れ
を
掘
り
取
り
、
左
手
谷
の
上
は
一
面
地
均
し
を
し
て
自
動
車
回
し
兼
置
場
と
す
る
。
見
付

畳
址
か
ら
二
ノ
門
石
垣
ま
で
は
、
左
側
に
一
、
八
二
メ
ー
ト
ル
程
道
を
拡
張
し
、
右
側
二
ノ
丸
址

崖
地
下
の
斜
面
に
は
ツ
ツ
ジ
、
キ
リ
シ
マ
類
を
植
え
出
し
て
崖
地
を
修
飾
す
る
。
次
に
二
ノ
門

左
手
石
垣
の
崩
れ
か
け
た
所
は
五
、
六
尺
石(

一
、
八
二
メ
ー
ト
ル
石)

を
取
り
除
い
て
上
に
積

み
あ
げ
、
道
の
ゴ
ロ
石
を
整
理
し
て
自
動
車
の
通
行
を
便
利
に
す
る
。
忠
魂
碑
前
梅
林
側
は
自

376 
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動
車
道
幅
七
、
二
八
メ
ー
ト
ル
の
外
側
に
、
更
に
幅
一
、
八
二
メ
ー
ト
ル
の
人
道
を
取
り
、
な
お

現
在
の
櫻
並
木
の
補
植
を
す
る
。 

算
盤
橋
址
は
両
側
に
各
一
、
八
二
メ
ー
ト
ル
を
広
げ
、
並
木
の
中
央
を
車
道
、
両
側
を
人
道
と

す
る
。
な
お
道
路
の
中
央
部
を
少
し
高
く
櫛
形
と
し
、
両
側
に
は
Ｖ
字
形
の
浅
い
排
水
溝
を
造

る
。 

（
ろ
）
回
遊
歩
道 

本
公
園
に
お
け
る
歩
道
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
・
七
メ
ー
ト
ル
と
す
る
が
、
丘
陵
や
渓
谷
が

あ
り
、
殊
に
地
形
の
変
化
に
富
む
の
で
、
必
ず
し
も
同
一
幅
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
、
岩
石
又

は
大
木
等
に
妨
げ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
巧
み
に
こ
れ
を
避
け
、
か
え
っ
て
こ
れ
を
利
用
し
て
歩
道

を
造
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
五
分
の
一
以
上
の
勾
配
を
有
す
る
山
道
は
栗
丸
太
の
土
留
段
木
を

設
け
る
。 そ

の
一 

籾
倉
台
歩
道 

三
の
門
内
自
動
車
道
の
見
付
畳
址
か
ら
根
上
り
ケ
ヤ
キ
下
を
通
り
、
籾
倉
台
の
ツ
ツ
ジ
岡
と

児
童
遊
園
地
に
至
り
、
先
端
の
見
晴
し
広
場
か
ら
将
来
桜
ヶ
岡
に
架
け
ら
れ
る
釣
橋
を
渡
っ
て
、

桜
ヶ
岡
の
自
動
車
道
に
至
る
も
の
を
籾
倉
台
歩
道
と
し
、
そ
の
道
幅
を
二
、
七
メ
ー
ト
ル
と
す

る
。 

そ
の
二 

公
園
大
回
遊
歩
道 

相
撲
場
の
北
か
ら
、
大
運
動
場
の
北
部
観
覧
席
の
上
峯
通
り
を
通
り
、
極
楽
平(

こ
こ
か
ら
雉

子
平
に
釣
橋
が
欲
し
い
。
も
し
寄
付
者
が
あ
れ
ば
架
け
た
い)

か
ら
山
吹
谷
、
コ
ブ
シ
谷
を
経
て

雉
子
不
に
出
て
、
更
に
天
然
植
物
園
に
下
り
雉
子
原
に
上
り
、
松
林
を
降
り
て
畑
に
出
る
北
部

公
園
境
界
に
沿
山
步
道
が
あ
る
。
こ
れ
は
更
に
天
然
植
物
園
下
部
山
腹
道
を
経
て
、
一
水
の
木

蔭
を
過
ぎ
、
大
平
山
松
林
の
麓
を
通
り
南
谷
の
流
れ
を
渡
り
、
落
葉
松
林
に
沿
い
新
道
に
出
て
、

更
に
南
五
谷
、
四
谷
を
横
切
り
、
鹿
園
を
左
手
下
に
見
な
が
ら
、
三
ノ
門
入
口
に
出
る
。
こ
れ
を

公
園
大
回
遊
歩
道
と
す
る
。 

そ
の
三 

散
策
歩
道 

こ
の
大
回
遊
歩
道
に
連
絡
す
る
散
策
步
道
は
、
大
平
と
山
松
林
内
に
現
在
の
峯
通
り
步
道
の

外
、
山
腹
に
ほ
ぼ
図
面
の
よ
う
な
散
步
道
を
新
設
し
、
一
つ
は
西
谷
に
下
り
櫻
ヶ
岡
に
連
絡
し
、

他
は
南
谷
上
松
林
を
下
っ
て
南
谷
流
れ
に
出
る
。 

 

そ
の
四 

南
四
谷
作
事
場
下
の
大
回
遊
歩
道
へ
の
連
絡 

根
上
り
ケ
ヤ
キ
側
か
ら
分
か
れ
た
歩
道
は
、
紅
葉
谷
に
紅
葉
を
賞
し
な
が
ら
、
一
つ
は
西
谷

の
紅
葉
下
道
と
な
っ
て
桜
ヶ
岡
と
大
平
山
松
林
道
に
連
絡
し
、
他
は
谷
を
下
っ
て
鹿
園
木
柵
の

と
こ
ろ
に
至
る
。
こ
の
流
れ
を
渡
り
ク
ヌ
ギ
山
に
上
り
木
柵
に
沿
う
峯
を
通
り
、
通
り
を
鹿
に

戯
れ
な
が
ら
南
四
谷
作
事
場
下
の
大
回
遊
歩
道
と
連
絡
す
る
。 

そ
の
五 

天
然
植
物
園
下
の
散
歩
道
へ
の
連
絡 

こ
の
外
、
極
楽
平
下
の
道
は
運
動
場
観
覧
席
よ
り
分
か
れ
、
天
然
植
物
園
下
の
散
歩
道
に
連

絡
す
る
。 

五
、
そ
の
他
の
改
良
設
備 

（
い
）
三
ノ
門
入
口
前
の
修
飾 

入
口
前
左
手
の
空
地
記
念
碑
の
あ
る
所
は
、
右
手
高
い
石
垣
崖
に
対
し
て
、
今
日
の
ま
ま
で

は
釣
合
が
と
れ
な
い
で
面
白
く
な
い
か
ら
、
碑
の
後
方
に
モ
ミ
の
大
木
を
三
本
植
え
て
釣
合
を

と
り
、
景
観
の
落
ち
つ
き
を
見
せ
る
。
一
方
右
手
石
垣
を
十
、
九
二
メ
ー
ト
ル
程
切
り
取
り
、
入

口
を
広
く
す
る
。
な
お
石
垣
に
は
マ
ツ
を
補
植
し
、
続
く
広
場
の
今
日
ご
み
捨
て
場
と
な
っ
て

い
る
所
は
将
来
マ
ツ
、
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
そ
の
他
常
緑
広
葉
樹
の
植
込
み
と
す
る
。 

（
ろ
）
三
ノ
門
内
の
改
良 

門
内
桜
並
木
の
後
方
に
自
動
車
置
場
を
設
け
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
な
お
谷

の
向
こ
う
の
人
家
が
見
透
か
せ
て
い
か
に
も
不
体
裁
で
あ
る
か
ら
、
崖
上
半
分
ほ
ど
は
シ
ヒ
、

カ
シ
、
モ
チ
、
サ
カ
キ
、
マ
サ
キ
、
ヒ
ノ
キ
等
で
植
潰
し
半
分
は
シ
カ
を
眺
め
た
り
、
餌
を
与
え

た
り
す
る
た
め
に
空
け
て
お
く
。
但
し
こ
の
部
分
に
は
丈
夫
な
手
す
り
を
造
り
危
険
を
防
ぐ
。 

（
は
）
値
上
り
ケ
ヤ
キ
の
大
木
は
本
公
園
内
の
珍
と
し
て
保
存
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
場
所
の
手
前
の
崖
は
今
の
ま
ま
で
は
次
第
に
崩
壊
し
、
籾
倉
台
道
を
破
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
、
裾
四
尺
く
ら
い
の
高
さ
ま
で
石
垣
で
固
め
る
。 

（
に
）
北
丸
址
東
方
の
忠
魂
碑 

周
囲
に
は
現
存
す
る
桜
の
外
、
カ
シ
、
シ
ヒ
、
ネ
ズ
ミ
サ
シ
等
を
碑
の
後
方
に
植
え
て
背
景
を
暗

く
す
る
。 

（
ほ
）
南
丸
址
に
現
存
桜
を
保
護
し
、
ク
ヌ
ギ
を
掘
り
除
き
マ
ツ
と
モ
ミ
ジ
を
捕
植
す
る
。 

（
へ
）
算
盤
橋
付
近
の
桜
並
木
は
桜
ヶ
丘
並
木
と
同
様
に
染
井
吉
野
と
な
し
、
城
壁
石
垣
上

の
桜
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
す
る
。
た
だ
し
多
少
の
染
井
吉
野
を
混
ぜ
る
の
も
よ
い
。 

377 



長野大学紀要 第42巻第3号   2021              370 

- 134 - 
 

（
と
）
算
盤
橋
西
側
の
城
壁
石
垣
は
、
こ
れ
を
修
繕
復
奮
し
て
奮
城
址
を
偲
ば
し
め
る
。 

（
ち
）
本
丸
址
周
囲
の
城
壁
の
上
は
マ
ツ
を
主
木
と
し
、
サ
ク
ラ
を
二
三
分
混
じ
て
植
え
る
。

な
お
馬
場
を
中
心
と
し
城
壁
上
に
存
す
る
老
松
で
虫
害
激
し
く
衰
弱
し
た
も
の
が
多
い
が
、
こ

の
虫
害
を
防
ぐ
に
は
多
く
の
経
費
を
要
し
て
、
し
か
も
そ
の
効
果
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、

む
し
ろ
成
長
旺
盛
な
る
健
全
幼
木
を
捕
植
し
て
肥
培
す
る
が
よ
い
。 

（
り
）
眺
望
台 

天
守
閣
址
は
本
園
中
最
も
高
い
場
所
で
、
公
園
内
は
勿
論
四
方
遠
近
の
眺
望
よ
く
、
摂
政
殿

下
行
啓
の
記
念
碑
も
あ
る
。
松
樹
を
二
三
本
捕
植
し
、
腰
掛
に
は
角
石
を
置
く
。
な
お
周
囲
に
人

の
落
ち
な
い
よ
う
危
険
を
防
ぐ
た
め
大
い
な
る
角
石
を
置
く
。 

水
の
手
上
の
眺
望
台
に
は
中
央
に
円
形
ま
た
は
多
角
形
の
腰
掛
を
設
け
、
崖
上
周
り
に
ツ
ツ
ジ

を
二
三
尺
幅
に
植
え
危
険
を
防
ぐ
。
こ
の
外
本
園
内
の
台
地
は
い
ず
れ
も
眺
望
に
富
み
、
す
べ

て
が
眺
望
台
の
感
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
雉
子
平
、
籾
倉
台
、
雉
子
原
等
が
そ
れ
で
あ

る
。 （

ぬ
）
腰
掛
公
園
内
見
晴
ら
し
の
良
い
処
や
大
松
林
下
や
広
場
等
に
は
所
々
に
休
憩
用
と
し

て
腰
掛
を
置
く
。
材
料
は
な
る
べ
く
自
然
物
を
利
用
す
る
の
を
よ
し
と
す
る
。 

（
る
）
人
止
柵 

植
込
地
周
囲
や
崖
地
上
等
に
設
け
る
人
止
柵
は
栗
皮
付
き
丸
太
の
防
腐
し
た
杭
に
撚
鉄
線
を

二
通
り
貫
通
し
た
も
の
を
用
い
、
ま
た
柵
に
寄
る
者
の
多
い
箇
所
例
え
ば
籾
倉
台
や
鹿
園
の
上

や
見
晴
台
等
に
設
け
る
も
の
は
杉
丸
太
の
手
す
り
と
す
る
。 

（
わ
）
喫
茶
店 

大
体
園
面
に
指
定
し
た
通
り
、
桜
ヶ
丘
と
籾
倉
台
と
極
楽
台
と
に
そ
の
付
近
の
風
光
に
調
和

し
た
雅
致
あ
る
建
築
を
な
さ
し
め
、
営
業
の
内
容
に
就
い
て
も
町
役
場
が
相
当
監
督
す
る
必
要

が
あ
る
。 

（
か
）
水
栓 

水
栓
に
は
飲
用
水
栓
と
手
足
洗
装
置
を
兼
用
す
る
も
の
と
あ
る
が
、
幸
い
籾
倉
台
に
は
現
在

水
道
栓
あ
る
故
、
こ
れ
を
児
童
遊
園
区
に
引
い
て
一
箇
所
噴
泉
式
の
飲
用
栓
を
造
り
、
手
足
洗

に
も
兼
用
さ
せ
る
。
そ
の
他
鳥
小
屋
側
の
水
道
と
、
大
平
山
北
松
林
下
に
あ
る
自
然
湧
水
を
利

用
し
て
飲
用
に
供
し
、
手
足
洗
い
場
と
し
て
下
は
人
造
石
造
り
と
し
、
洗
浄
し
や
す
い
よ
う
に

し
て
衛
生
的
な
こ
と
を
要
す
る
。 

（
よ
）
案
内
図 

三
ノ
門
入
口
と
新
四
間
道
路
を
延
長
し
た
大
運
動
場
北
入
口
と
に
鳥
瞰
図
式
彩
色
大
案
内
図

を
掲
げ
、
公
園
遊
覧
者
の
便
に
供
す
る
外
、
公
園
名
所
絵
葉
書
（
そ
の
内
に
案
内
図
を
入
る
）
を

作
製
し
て
喫
茶
店
に
て
販
売
す
る
の
が
よ
い
。
な
お
今
日
三
ノ
門
に
直
接
彩
色
案
内
図
を
掲
げ

て
あ
る
が
、
古
風
な
門
の
雅
致
に
富
む
『
懐
古
園
』
の
額
に
対
し
非
常
に
不
調
和
で
美
觀
上
面
白

く
な
い
か
ら
、
別
に
案
内
図
掛
け
を
門
内
右
手
崖
下
の
自
動
車
分
岐
點
角
に
立
て
る
。 

（
た
）
紙
屑
籠 

公
園
内
随
所
に
紙
屑
籠
を
置
い
て
、
公
園
内
を
清
潔
に
保
つ
。 

（
れ
）
公
会
堂 

将
来
山
城
館
を
改
築
し
て
公
会
堂
と
し
て
使
用
し
、
一
部
に
図
書
室
を
設
け
、
講
演
会
、
講
習

会
等
の
会
場
に
あ
て
る
。
た
だ
し
全
部
改
築
の
際
に
は
新
大
運
動
場
の
上
奮
二
ノ
丸
跡
に
移
す

の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。 

（
そ
）
保
勝
会 

本
公
園
工
事
実
施
並
に
管
理
上
、
地
方
有
力
者
や
熱
心
家
で
保
勝
会
を
組
織
し
、
各
委
員
は

名
誉
職
と
し
て
本
公
園
の
完
成
に
力
を
尽
く
し
、
あ
わ
せ
て
地
方
美
化
の
任
に
あ
た
っ
て
貰
い

た
い
。
な
お
各
専
門
家
を
顧
問
と
し
て
重
大
な
る
質
問
す
る
が
よ
い
。 

（
つ
）
青
年
団
、
処
女
会
、
学
校
生
徒
な
ど
が
各
自
日
割
を
作
り
、
自
発
的
に
公
園
内
に
働
き

修
築
掃
除
等
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
。 

結
論 以

上
本
公
園
の
設
計
案
は
将
来
実
現
す
る
べ
き
理
想
の
大
要
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
そ
の
全

部
を
一
時
に
実
行
す
べ
き
で
で
は
な
い
。
元
よ
り
な
る
べ
く
は
費
用
を
少
な
く
し
て
そ
の
効
果

を
大
き
く
し
よ
う
と
し
た
案
で
は
あ
る
が
、
な
お
こ
れ
が
実
現
に
あ
た
っ
て
は
相
当
の
経
費
を

要
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
経
済
の
許
す
範
囲
内
で
出
来
や
す
い
部
分
か
ら
着
手
さ
れ
る
こ
と
を

望
む
次
第
で
あ
る
。
な
お
ま
た
工
事
着
手
に
あ
た
っ
て
は
更
に
精
細
な
る
実
施
設
計
を
要
す
る

部
分
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
大
体
は
本
設
計
に
よ
っ
て
着
手
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の

各
局
部
に
お
い
て
は
実
行
上
多
少
の
変
更
を
要
す
る
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
建
設
物

例
え
ば
橋
梁
、
四
阿
、
腰
掛
や
そ
の
他
植
木
の
よ
う
な
有
力
家
の
寄
付
を
仰
ぐ
こ
と
が
出
来
れ

ば
そ
の
経
費
を
軽
減
し
得
る
し
、
道
路
、
植
樹
そ
の
他
の
手
入
保
護
の
よ
う
な
こ
と
も
青
年
団

や
学
生
等
の
手
傳
に
よ
っ
て
容
易
に
行
う
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
将
来
管
理
維
持
上
に
も
こ
れ
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ら
民
衆
の
手
に
よ
っ
て
完
成
し
た
も
の
は
、
好
結
果
を
治
め
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
特
筆
す

る
も
の
で
あ
る
。 

小
諸
公
園(

懐
古
園)

設
計
案 

終 

 【
後
記
】 

現
在
も
有
名
な
観
光
地
で
あ
る
懐
古
園
は
、
こ
ち
ら
の
設
計
方
針
に
よ
っ
て
大
変
具
体
的
に

記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。（
半
澤
） 

一
つ
の
公
園
が
こ
ん
な
に
も
丁
寧
な
設
計
図
を
基
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

（
西
村
） 

本
稿
の
位
置
付
け
は
、
別
稿
「
本
多
静
六
と
関
連
す
る
長
野
県
内
の
公
園
・
温
泉
地
・
風
景
地

の
計
画
書
の
目
録
お
よ
び
現
代
的
価
値
」
に
記
し
た
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。（
横
関
） 
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